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<背景> 

 日本国内において看護職が働く場は多様化している。年々、高齢化率の上昇や高齢者人

口が増加していることに伴い、介護老人保健施設（以下、老健）や介護老人福祉施設をは

じめとした高齢者関連施設が増加している。そのなかでも老健は、医療施設と地域・自宅

の間の受け皿としての機能を担っており、高齢者関連施設のなかでは最も多く看護職が配

置されている。多くの看護職が就労している老健ではあるが、日常的に必要な医療を提供

する看護職の役割に対する明確な規定はなく施設単位で定められている現状がある。 

 老健で就労する看護職の多くは基礎教育課程を修了後、医療施設での就労経験を経た後

に老健に勤務している 1）。高齢者の生活の場である老健の看護職の役割は、通常の医療処

置を担当するものの治療目的の医療施設におけるものとは異なり、さらに自立支援のため

の多職種連携も求められている。老健の看護職が前向きに役割を担えることは、老健での

看護ケアの質の向上や、組織運営においても多職種間のコミュニケーションの円滑化や自

立支援が促進する等の影響を与えることが予測される。 

 看護職が肯定的に職務に向き合えていることを測定する尺度であるワーク・エンゲイジ

メントはバーンアウトの対概念として提唱されており、日本国内では島津が Utrecht Work 

Engagement Scaleを日本語に翻訳 2）して以降、ワーク・エンゲイジメントを測定する尺

度として使用されている。看護職を対象とした調査では、自己効力感 3)、職務満足 4)、達成

動機や自律性 5）、創造性 6），探索的理解 7）、職場継続の意思 8)9）等との関連が報告され、ワ

ーク・エンゲイジメントの向上が労務の質の向上や就労継続につながることが報告されて

いる。 

 本研究では、職務に向き合う肯定的な感情であるワーク・エンゲイジメントが、老健看

護職としての役割をどのように捉えているかといった役割認識や、役割葛藤や役割の曖昧

さなどの役割ストレスに対して与える影響を調査した。 

<目的> 

 少子高齢化が進行していくなかで、看護職が求められる役割は多様化している。本研究

では、在宅復帰支援や看取りへの対応を求められる老健に勤務する看護職の役割や役割ス

トレスに対し、職務に向き合う肯定的な感情であるワーク・エンゲイジメントが与える影

響を調査する。これにより、老健で多様な役割を担う看護職が肯定的に働き続けていくこ

とに関連する要因について示唆を得ること、肯定的に働き続けられるよう支援する方法を



考える際の基礎資料とする。 

<方法> 

老健に勤務する看護職を対象に、ワーク・エンゲイジメントと、役割認識や役割葛藤・

役割の曖昧さの関連を調査した。また、看護職と生活支援業務を共有して担当する老健に

勤務する介護職が捉える看護職の役割が、介護職のワーク・エンゲイジメントに与える影

響についても調査した。 

老健において看護師と准看護師の役割について区別する規定が見受けられないことか

ら、本研究における看護職とは、准看護師免許、又は看護師免許を保有し、当該資格をも

って業務にあたるものとした。 

1．調査Ⅰ 

東北地方A県及びB県に設置している老健に勤務する看護職を対象に郵送法による質問

紙調査を実施した。調査内容として、看護職のワーク・エンゲイジメントと、老健看護職

の役割認識、職場継続意思、年齢等の関係を調査した。 

2．調査Ⅱ 

東北地方 6 県に設置している老健に勤務する看護職を対象に郵送法による質問紙調査を

実施した。調査内容として、看護職のワーク・エンゲイジメントと、役割葛藤、役割の曖

昧さ、職場継続意思、個人の認識としてのキャリア支援体制や転職者の受け入れ体制等の

関係を調査した。 

3．調査Ⅲ 

東北地方A県及びB県に設置している老健に勤務する介護職を対象に郵送法による質問

紙調査を実施した。調査内容として、介護職のワーク・エンゲイジメントと、介護職が認

識する老健看護職の役割、職場継続意思、保有資格等の関係を調査した。 

<結果> 

1．調査Ⅰ 

 老健に勤務する看護職のワーク・エンゲイジメントの高さと有意な関連が見られたのは、

年齢が高いこと(r=0.147,p=0.021)、職場継続意思があること(r=0.267,p<0.001)と、看護職

の役割認識のうち【老健施設に従事する看護者としての心構え】(r=0.376,p<0.001)であっ

た。 

2．調査Ⅱ 

 老健に勤務する看護職のワーク・エンゲイジメントは職場継続意思(β=0.20、p＜0.001)

とキャリア支援体制(β=0.20、p=0.024)に、役割の曖昧さはキャリア支援体制(β=0.02、

p=0.001)に、役割葛藤は職場継続意思(β=0.03、p＜0.001)に直接影響を与えていた。 

3．調査Ⅲ 

 介護職のワーク・エンゲイジメントは基本属性の「職場継続意思」（r=-0.337,p<0.001）

と、介護職から見た看護職の役割と認識である【在宅復帰支援への取り組み】

（r=0.170,p=0.001）、【老健施設に従事する看護者としての心構え】（r=0.170,p=0.020）と

有意な関連があった。 

<考察> 

 看護職のワーク・エンゲイジメントと看護職の役割認識である「老健施設に従事する看

護職としての心構え」が正の相関関係にあり、また、看護職のワーク・エンゲイジメント

は役割の曖昧さに直接効果を示し、役割の曖昧さを介して役割葛藤に間接効果を示してい



た。老健看護職のワーク・エンゲイジメントを向上させることで役割を明確にすることが

でき、それによって役割に対する葛藤感を軽減させることができるものと考えられる。老

健では、職務に前向きな看護職ほど、自身が求められる役割を明確にできるよう自ら探求

できることや、療養者の生活背景にも目を向けられる可能性がある。 

 「老健施設に従事する看護職としての心構え」は、高齢者の生活背景や人生観の理解に

関する項目が含まれている。高齢者ケアを実践している看護師であっても医学モデルに沿

った関わりをしていることが示唆 10）されており、医療施設のような医療中心の生活とは異

なる、療養者の生活を中心とした関わりを不慣れとしていることが窺われる。そのような

状況のなかで、高齢者の生活背景等を理解しケアに繋げられる素地がある看護職ほど職務

に前向きに向き合えるものと考えられる。 

 介護職のワーク・エンゲイジメントと正の相関関係があった介護職が認識する看護職の

役割は、「在宅復帰支援への取り組み」、「老健施設に従事する看護職の心構え」であった。

看護職の役割が介護職からも見えるよう明確化することで、介護職のワーク・エンゲイジ

メントを向上させられる可能性がある。看護職が療養者に対する在宅復帰支援の取り組み

を推進することや、療養者の生活背景を理解した関りを行うことなど看護師としての役割

を果たすことで、介護職のワーク・エンゲイジメントをも向上させることができる可能性

がある。 

<結語> 

老健の看護職は、高齢者の生活背景等を理解したうえでケアを実践することでワーク・

エンゲイジメントを向上させられる可能性がある。そのため、老健においては高齢者の生

活背景を知る場を作ることで、看護職のワーク・エンゲイジメントを高め、肯定的に働き

続けることに繋げることができる可能性がある。 

また、ワーク・エンゲイジメントが高い看護職ほど、キャリア支援を享受できているこ

とが考えられた。組織におけるキャリア支援等の組織構築に繋げるためには、まず看護職

個々のワーク・エンゲイジメントを向上させておくことが必要である。それによって、役

割葛藤や役割の曖昧さといった役割ストレスも軽減することが可能で、看護職の職場継続

を推進することができると考えられる。 
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